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   国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

＊ 国立天文台天文情報センター・アーカイブ室立ち上げ 

 これは、2008 年 12 月 19、20 日に京都で開催された第 2 回天文学史研究会・第 41 回談

天の会で筆者が講演した収録原稿である。 

１） 私は！天文学史、暦は全くの門外漢です 

 私は、今、天文台 48 年生です。当然、今は退職後の職です。1980 年頃までのことはさて

おいて、1980 年頃から 20 数年にわたって「すばる」の予算要求から建設に携わっていまし

た。「すばる」はハワイ・マウナケアに建設されましたが、その建設期間の 1994 年～2002

年の 8 年間ハワイに滞在、2002 年 4 月、Solar-B グループから懇請されて帰国、2002 年～

2006 年 10 月まで Solar-B 開発に参加。そして 2006 年 9 月 23 日の打ち上げ成功、「ひので」

と命名、大成功のうちに観測が始まった事を見届けて、2006 年 11 月から、国立天文台に三

鷹市の要請で１軒だけ残されていた大正４年（1915 年）建設の１号官舎の保存と有効利用

のプロジェクトで働いて欲しいと天文情報センター・普及室に迎えられました。普及室で、

国立天文台の一般公開区域の拡大作業の途中で麻布時代の東京天文台で使われ、関東大震

災で破壊を免れ、三鷹に移設された 1880 年にドイツで製作されたレプソルド子午儀を発掘、

復元、展示した事から、2007 年 12 月に子午儀資料館を立ち上げたことに始まり、2008 年 4

月、天文情報センターにアーカイブ室立ち上げたのでその報告をします。 

２） 今回参加している目的 

 前回の談天の会に参加して、1875 年製の経緯儀について話しました。その席で、佐久間

精一氏から、一戸直蔵の資料の引き取り手を捜している講演を聞き、即、有効活用したい

と、それらをいただくことにしました。一戸直蔵の資料は国立天文台図書室に「一戸直蔵

文庫」として収蔵されていますが、現在計画中の国立天文台博物館(仮称)ができれば、そ

の一角に「一戸直蔵コーナー」を設けようと考えています。今後も、このような古い貴重

な資料が眠っているであろうと、今回立ち上げたアーカイブ室の情報収集への協力依頼を

目的に講演をしたいと思っています。 

３） 国立天文台の歴史 

 国立天文台の仕事の一部に、国家としての根幹に係る暦の編纂、時刻の決定、報時とい

う国家のお役所として仕事があり、国立天文台の歴史は、日本の歴史そのものの一部でも

ありますが、私は天文学史、編暦についてはまったくの門外漢ですから、徳川幕府の天文

方を引き継ぐ（紆余曲折あり）あたり以降にとどめます。 

明治 11 年（1878 年）に東京大学（東京大学そのものが非常に複雑な経緯を経て創設され

たが、それについても触れない）に観象台が設置され、明治 14 年（1881 年）には東京大学

の観象台が、天象台と気象台に分割された。そこで東京大学関係者は、上記の事から東京



天文台は明治 11 年(1878 年）に始まったとし、1978 年には東京天文台百周年記念式典を挙

げています。しかし東京天文台という名前になったのは明治 21 年（1888 年）であり、東京

大学天象台、海軍観象台、内務省地理局の 3 者が統合され東京天文台が設立されました。

（したがって、今年は東京天文台 120 周年にあたります。）そして昭和 63 年（1988 年）、

東京天文台、緯度観測所、名大空電研の太陽電波部門の 3 者が国立天文台へ改組転換し、

国立天文台が発足しました。そこで今年は、国立天文台発足から 20 年になり、20 周年記念

式典がとりおこなわれました。 

４） 東京大学の東京天文台の観測器械類は 

 1888 年に東京大学東京天文台に統合された際、海軍観象台、内務省地理局が持っていた

観測器械の多くが東京天文台に移管されました。しかし常に新しい研究を進めていく国立

大学では、建物面積に講座当たりの基準面積という厳しい制限があるため、新しい研究の

ためには古いものの保存･保管が難しいという事情があり、技術革新で新しい望遠鏡などの

建設のために歴史的に貴重な望遠鏡などの多くは国立科学博物館などに渡されてしいまし

た。しかしそれでも、今、国立天文台天文情報センターのアーカイブ室でアーカイブして

いるものの多くは、1888 年の東京天文台設立当時に、海軍観象台、内務省地理局から移管

されたものが多いのが実情です。 

５） アーカイブ室に向けての助走（１） 

 国立天文台は 2000 年 4 月から構内の一部の常時公開を始めていましたが、2007 年 4 月か

ら常時公開区域の拡大を進めました。 

 １．2007 年 3 月までに公開されていたもの 

  １）第１赤道儀室（20cm 屈折望遠鏡）：太陽黒点のスケッチに使われていた望遠鏡 

  ２）大赤道儀室（65cm 屈折望遠鏡）：65cm 屈折望遠鏡を展示、歴史館として公開 

  ３）太陽塔望遠鏡建物（アインシュタイン塔）外観：正式には太陽分光写真儀室 

  ４）国立天文台展示室（すばる、ＮＲＯ、VERA、ひので、ALMA、TAMA300、JASMINE、 

MIRA（廃止）など) 

 ２．2007 年４月から公開されたもの 

  １）旧図書庫（外観のみ）：20 世紀末まで図書資料を保管していた建物で、1930 年に 

建設されたもの 

  ２）レプソルド子午儀室（外観のみ）：1880 年ドイツ製 135mm レプソルド子午儀 

  ３）ゴーチェ子午環室：1903 年フランス製 20cm 子午環 

  ４）自動光電子午環（PMC)：1982 年ドイツ・ツアイス製 19cm 自動光電子午環  

６） アーカイブ室に向けての助走（２） 

 2007 年度に行った事業 

  １．子午儀資料館の立ち上げ（12 月） 

   １）135mm レプソルド子午儀発掘・復元・展示（大子午儀本体、集心儀 1対、子午儀 

反転具、水銀盤） 



   ２）連合子午儀(90mm バンベルヒ子午儀)2 個発掘・復元展示 

   ３）70mm バンベルヒ子午儀発掘・復元・展示 

   ４）50mm バンベルヒ子午儀発掘・復元・展示 

   ５）リーフラー天文振子時計 2個を移設・展示 

   ６）トロートン・シムス子午儀発掘・復元・展示 

   ７）TAMAYA 経緯儀の一部、 

   ８）レベルトライヤー 

   ９）ゴーチェ子午環水銀盤、などなど 

  下の写真は、子午儀資料館で、展示されているものの写真は以下の通りである。 

  

レプソルド子午儀（麻布にあった大子午儀)観測棟 
子午儀資料館の看板を掲げたレプソ

  

大子午儀(135mm レプソルド子午儀） 

 1880 年ドイツ製 海軍観象台から移管 

レプソルド子午儀マイクロメーター部 

      

集心儀1対

南コリメーター 北コリメーター

 レプソルド子午儀反転具 



  ここに、集心儀 1対とあるが、明治 12 年、海軍観象台が外務省を通じてドイツに発注

する際、コリメーターが集心儀と呼ばれていることが、次の公文書に見ることができる。 

明治政府の
海軍の公文書
「明治十二年
公文類 後編十九」

価格は子午儀本体及び
1対の集心儀で15200マルク

この頃 1マルクは 25銭

ならば、3800円になるが
東京大学100年史には
海軍が800円で購入とある。

  

下の写真は、左から 90mm、70mm、50mm バンベルヒ子午儀である。 

   

下の写真は、リーフラー時計全体図及び盤面、右はゴーチェ子午環の水銀盤 

   

   

左からトロートン・シムス子午儀、玉屋経緯儀の一部、プラン子午儀の一部 



  

   レベルトライヤー        正体不明のもの 

これらが下図のように展示されている。 
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７）  アーカイブ室に向けての助走（３）： その他、2007 年度に行った事業 

 １．ペルー日食 16mm 記録映画の DVD 化  

 ２．1956 年スワロフ日食 16mm 記録映画の DVD 化 

 ３．ジャワ日食 16mm 記録映画の DVD 化 

 ４．PROMINENCE EXPLOSION IN THE SUN の DAD 化 

       



８） 2008 年 4 月：アーカイブ室立ち上げ 

 ミッション：歴史的価値のある天文学に関する資料（観測・測定装置、写真乾板、貴重 

書・古文書）の保存・整理・活用・公開 

扱う資料のカテゴリー：観測・測定装置、写真乾板、記録写真類、動画、公文書、星図、 

貴重書 

中期目標：３～5年、アーカイブリストを作製し、利用者が閲覧・活用できるようにする 

メンバー：室長：渡部、 

  室員：専任：中桐、佐々木（天文情報センター分）、 

  併任：中根、佐藤、小池、松田 

  オブザーバー：入江、図書室から 1人 

９） 2008 年 4 月からアーカイブ室始動 

 １．行方不明の観測器械の探索 

 アーカイブ室開設以前から多数の歴史的に貴重な観測器械類、測定器械類の発掘・復元

をしてきた。それらはある時期に国立天文台から放逐されたものであったり、譲られたも

のであったりしたが、博物館、科学館のようなところではないところにあったものはでき

うる限り収集の努力を重ねている。まずは、2000 年に堂平観測所が閉鎖された際、行方不

明になっていたソ連が堂平観測所に持ち込んだソ連製の人工衛星追跡カメラの所在を突き

止め、現在の所有者に譲っていただいた AFU カメラのような大物（写真 1）もある。 

  

  堂平観測所にあった頃の AFU カメラ  アーカイブ室に戻り復元された AFU カメラ 

 東京天文台の太陽関係の主力観測装置であった Hα単色写真儀（モノクロ）もあった場所

が東京大学理学部天文学教育研究センターの建物が建設される際、モノクロの建物が取り

壊され、望遠鏡が行方不明になっていたが、天文観測機器のメーカーに譲渡されていたこ

とが分かり、これも現在の所有者に博物館構想を話し、アーカイブ室に譲渡してもらった。



しかし、モノクロは長い間、雨ざらしになっており、元の姿への復元は難しい。 

  

     在りし日のモノクロ        アーカイブ室に戻ってきたモノクロ 

 ２．続々出てくる貴重な観測器械類 

 国立天文台には基線尺倉庫という古い倉庫がある。ここに捨てがたい歴史的な貴重な観

測装置などを収蔵した関係者はすでに定年でお辞めになっていて、何を保管してあるかさ

え知るものがいない状態になっていた。その倉庫を漁り、貴重なお宝ともいえるいくつも

の素晴らしい観測装置類を発掘復元している。例を挙げれば、フランス製プラン子午儀（下

左）であり、ドイツ製バンベルヒ 27cm 一等経緯儀（下右）である。 

  

 ３．残っていた貴重な測定器械類の収蔵 

 観測技術の進歩は著しい、CCD による撮像時代になって、写真乾板で観測されていた時代

の測定器械は省みられなくなり、国立天文台が東京天文台時代から引き継いできた測定器

械が廃棄の寸前で残されていたものもあり、また完全に廃棄されてしまったものもある。



その中でもスペクトルの解析には必需品であった東京天文台時代のマイクロフォトメータ

ーは全て廃棄されてしまっていたが、運よく水沢 VERA 観測所で廃棄寸前のマイクロフォト

メーターを見つけ、アーカイブ室に譲り受けるという幸運もあった。下の写真は、左から

マイクロフォトメーター、マンの座標測定器、パーキンエルマーの PDS である。 

   

４．多数の記録写真、天体乾板の発掘、整理、保存、デジタル化 

 ４－１．多数の記録写真の整理、保存 

  国立天文台には、いろいろな種類の記録写真が残されている。また、日食観測隊の 

観測隊員による写真などもその隊員によって保存されている。それらを発掘し、整理 

保存も試みている。例としては、 

１）スワロフ日食観測隊記録写真 

２）セイロン日食観測隊記録写真 

３）台長室に残された写真など 

４）元天文台職員保存の記録写真（例えば、大正時代の職員の持っていた写真） 

５）などなど 

 下の写真は、元天文台職員 井上四郎氏のご遺族から入手した初代東京天文台長、 

   



   初代日本天文学会会長の寺尾寿の東京大学教授在職満 25 年祝賀会記念写真である。 

そして、また下の写真は、初代緯度観測所所長、第 1 回文化勲章受章者である木村

栄の天頂儀の前で撮影された正装写真である。 

         

４－２．天体乾板の発掘、整理、保存、デジタル化 

 現在、どこのプロジェクトにも属さなくなった古い写真乾板は、旧図書庫及び総

合情報棟 3F に保管されている。写真は旧図書庫での作業の様子です。彗星がはっき

りと写っているのが見て取れます。保管されている乾板のプレートサイズは、カビ

ネ、手札、手札 2 分の 1、大角(堂平 50cm シュミット)など、外国のものでは、ハー

バード天文台、ドラフツプレート(1800 年後期から 1900 年代前半)などがあります。

対象天体は、彗星、新星、球状星団、流星、日食、人工衛星など様々です。これら

を清掃、整理していくことを目標としています。下の写真は天体写真整理の例。 

  

１０） アーカイブ室新聞の発行 

アーカイブ室では、その活動記録をアーカイブ室新聞として随時発行して、国立天文台

のホームページに掲載しています。2008 年 4 月にアーカイブ室発足以来すでに 100 号を越



えるアーカイブ室新聞が出されています。アーカイブ室新聞へのアクセスは、 

国立天文台ホームページ→組織・プロジェクト→天文情報センター→アーカイブ室 

http://prc.nao.ac.jp/prc_arc/  

１１）国立博物館構想 

 天文情報センターでは、ここまで事業が進んだアーカイブ室の活動の結果、 

１）観測が終了した自動光電子午環望遠鏡フロアを活用し、国立天文台に残された歴 

史的価値のある貴重な観測装置、測定装置、記録映画、記録写真、観測乾板、文書資 

料などの収集、復元、収蔵、展示、活用を行う。 

２）過去の重要観測装置、測定器械の発掘、復元、展示、記録資料などを整理、展示、 

活用することにより、先人の創意工夫を発掘し、学ぶことによって次世代への知見、 

技術の踏襲を行い、より先進的な開発に資する。 

 として、自動光電子午環望遠鏡フロアを国立天文台博物館として整備することを考えて

いる。そのフロアプランは下図のとおりである。 
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